
後
渋

備

川
氏

の
盛
衰

一
、
名
門
の
余
光

『
天
文
日
記
』

「
渋
川

（蓬
雲
軒
、
義
陸
）
よ
り

一
札
を
以
て
、
尼
子
事
大
内

と
参
会
致
さ
し
め
、
同
時

に
上
洛
す

べ
き
由
沙
汰
候

」

（天
文
九
年
四
月

二
十

日
の
条
）

戦
国
時
代
、
備
後
南
部

で
活
躍
し
た
国
人
衆

に
は
、
古
志
氏
、
渡
辺
氏
、
杉
原
氏
、

宮
氏
、
渋
川
氏
な
ど
が

い
る
。
こ
の
う
ち
古
志

・
渡
辺
氏

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『
古
志
家
文
書
』

・
『
渡
辺
先
祖
覚
書
』
な
ど
の
良
質

な
史
料
を
残
し
、
研
究
も
活

発
で
あ
る
。
ま
た
、
備
後

の
雄
族
と
し
て
聞

こ
え
た
宮

・
杉
原

の
両
氏
に
関
し
て
は
、

戦
前
か
ら
の
長
い
研
究

の
蓄
積
も
あ
り
、
最
近
で
は

『
広
島
県
史
』
通
史
編
中
世
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
次
第

に
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
最
後

に
挙
げ
た
渋
川
氏
に
つ
い
て
は
、
識
者

の
関
心
も
低
く
、
研
究
者
も
少
な
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
色
ん
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
同
氏

の
備
後
土
着
が
比

較
的
遅
く
、
ま
た
、
百
年

に
満
た
ぬ
う
ち
に
消
え
去

っ
て
行

っ
た
、
在
地
性

の
希
薄

さ
に
そ
の
原
因
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

数
あ
る
備
後

の
有
力
武
士
団
の
内
、
渋
川
氏
は
容
易

な
ら
ぬ
家

で
あ
る
。
中
世
史

の
研
究
者

で
も
、
渋
川
氏
に

つ
い
て
は
、
足
利
氏

の

一
族

で
あ
る
こ
と
、
室
町
時
代
、

九
州
探
題
を
世
襲
し
た
こ
と
、
本
拠
を
三
原
市

八
幡
町
に
置

い
た
こ
と
な
ど
位
を
思

田

口

義

之

備後渋川氏の本拠

小童山城跡 (三原市八幡町美生 )
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い
浮
か
べ
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
身
分
、
格
式

の
や
か
ま
し
か

っ
た
時
代
、
実
は
、
こ
の
「
九
州
探
題

」

と
い
う
家
格
は
、
ど
う
し
て
ど
う
し
て
、
大
し
た
も

の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
冒
頭
に
掲
げ
た

一
文

で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
大
坂
石
山
本
願
寺

の
法
主
と

し
て
聖
俗
両
界

に
巨
大

な
勢
力
を
も

っ
て
い
た
証
如
上
人

の
日
記

の

一
節
で
あ
る
が
、

こ
の
な
か
で
渋
川
義
陸
は
、
な
ん
と
、
尼
子
と
大
内
を
参
会
さ
せ
上
洛
さ
せ
る
、
と

証
如

に
報
じ
た
と
あ
る
で
は
な
い
か
。
た
か
が
三
原

の
奥

の

一
領
主
に
し
て
は
笑
止

の
沙
汰
だ
、
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
室
町
武
家

の
格
式
と
い
う

も
の
な
の
で
あ
る
。

い
か
に
力
が
あ

っ
て
も
毛
利
元
就

に
は
で
き
な
い
芸
当
な
の
で

あ
る
。
し
か
ら
ば
そ
の
渋
川
氏
と
は
如
何

な
る
武
門
で
あ

っ
た
か
、
以
下
そ
の
概
要

を
述

べ
て
み
た
い
。

二
、
将
軍
の
室
家

『
渋
川
氏
系
図
』
①
足
利
泰
氏

家
氏

（斯
波
氏
祖
）

義
顧

（渋
川
氏
祖
）
―
―

義
春
―
―
貞
頼

頼
氏

（
足
利
氏
家
督
）

義

行

渋
川
氏
は
足
利
氏
の

一
族
で
、
上
野
国
群
馬
郡
渋
川
保
を
名
字
の
地
と
す
る
関
東

武
士
で
あ
る
。
系
図
に
あ
る
よ
う
に
、
渋
川
氏
の
祖
義
顧
は
、
足
利
泰
氏
の
次
男
に

あ
た
り
、
兄
家
氏
は
斯
波
氏
を
起
こ
し
、
弟
の
頼
氏
が
足
利
氏
の
家
督
を
継
い
で
い

る
。
こ
れ
は
、
頼
家
の
生
母
が
北
条
得
宗
家
の
出
身
だ
っ
た
た
め
、
父
泰
氏
が
北
条

釧

炒

轟

令

氏
に
遠
慮
し
て
三
男

な
が
ら
頼
氏
に
家
を
継
が
せ
た
た
め
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

長
男
、
次
男

の
系
統
で
あ
る
斯
波

・
渋
川
両
氏
の

一
族
中

に
於
け
る
家
格
は
高
く
、

斯
波
氏

な
ど
は
南
北
朝
期

に
入

っ
て
も

「
足
利

」
姓
を
名
乗

っ
て
い
る
程
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
渋
川
氏

の
特
徴
は
、
ま
ず
、
足
利
本
家

に
最
も
近

い
家
筋

の

一
つ
で
あ

っ
た
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
渋
川

一
族

の
発
展
に

一
期
を
画
し
た
の
は
、
ま
た
も

や
本
家
足
利
氏
と

の
関
わ
り
に
お
い
て
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
義
顧

の
曽
孫
義
季

の
妹
は
室
町
幕
府

初
代
将
軍
尊
氏

の
実
弟
直
義

に
嫁
し
、
さ
ら
に
義
季

の
娘
幸
子
は
、
二
代
将
軍
義
詮

の
正
室
と
な
り
、
渋
川
氏
は
将
軍
足
利
氏

の
姻
族
と
し
て
新
た
な
飛
躍

の
時
期
を
迎

え
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
幸
子
は
実
子
に
恵
ま
れ
ず
、
渋
川
氏
は
将
軍
の
外
戚

と
な
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
幸
子
は
三
代
将
軍
義
満

の
准
母
と
し
て
遇
さ
れ
、
幕

府
内
に
隠
然
た
る
勢
力
を
持

っ
た
。

こ
の
こ
と
が
渋
川
氏
の
発
展
に
と

っ
て
ど
ん
な

意
味
を
持

っ
た
か
、
言
を
待
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

（参
考
）
森
茂
暁

「
渋
川
氏

」

（新
人
物
往
来
社
刊

『
室
町
幕
府
守
護
職
家
辞
典
』
）

三
、
九
州
探
題
渋
川
氏

教
直

―
―

口
‐ ―
「
無

（
丸

刀
祠
丸
）
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渋
川
氏
が
こ
の
後
、
室
町
時
代
を
通
し
て
九
州
探
題
を
世
襲

で
き
た
の
も
、

こ
の

よ
う
な
同
氏

の
家
格
閏
閥
関
係
と
無
縁

で
は
な
い
。
足
利
幕
府
は
当
初

一
色
氏
を
九

州
探
題
と
し
て
派
遣
し
て
い
た
が
、
懐
良
親
王
を
奉
じ
た

「
征
西
府

」
の
勢
力
が
博

多
に
伸
び
て
来
る
と
、
抗
し
得
ず
京
都

に
引
き
上
げ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
そ
の
後

貞
治
四
年

（
一
三
六
五
）
九
州
探
題
に
補
任
さ
れ
た
の
が
直
頼

の
子
義
行
で
あ

っ
た
。

こ
の
任
命
劇

の
背
後

に
幸
子
の
陰
が
あ

っ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。
だ
が
、
当
時
弱
冠

一
八
才

に
過
ぎ
な
い
義
行

に
と

っ
て
こ
れ
は
重
荷

で
あ

っ
た
。
丁
度
、
九
州
南
軍

の

最
盛
期

に
あ
た
り
、
義
行
は
九
州

の
地
を
踏
む
こ
と
な
く
、
五
年
後

に
は
解
任
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
出
来
事
は
渋
川
氏
に
と

っ
て
全
く
無
意
味

な

こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
義
行
は
九
州
探
題
の
任
命
と
同
時

に
備
後

・
備
中

の
守
護
職

に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
の
ち
備

′
後
地
方
を
拠
点
と
す
る
大
き
な
契
機
と
な

っ
た
。

渋
川
氏
が
本
格
的
に
九
州
探
題
を
世
襲
す
る
の
は
、
応
永
三
年

（
一
二
九
六
）
、

同
職
と
し
て
九
州

の
統
治

に
成
功
し
た
有
名
な
今
川
了
俊
が
将
軍
義
満
の
忌
避
に
触

れ
、
解
任
さ
れ
た
後

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
又
、
幕
府
内
で
の
関
閥
、
派
閥

の

暗
闘
が
そ
の
裏
に
あ

っ
た
。
す
な
わ
ら
、
今
川
了
俊
は
斯
波
氏

の
ラ
イ
バ
ル
で
あ

っ

た
細
川
頼
之

の
後
援
を
得

て
探
題
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ

の
統
治

に
成
功
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ

の
死
去
後
は
支
援
者
を
失

い
孤
立
し
て
い
た
。
こ
れ
に
乗
じ
た
の
が
当
時
九

州
に
野
心
を
抱

い
て
い
た
周
防

の
大
内
義
弘

で
あ
る
。
義
弘
は
将
軍
に
了
俊
を
譲
し
、

将
軍
も
了
俊

の
権
勢

の
増
大
に
危
惧
し
て
い
た
だ
け
に
、

こ
の
諭
言
に
簡
単

に
乗
り
、

彼
を
解
任
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
任

に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
義

行

の
子
満
頼
で
あ

っ
た
。
満
頼

の
背
後

に
は
幕
府
管
領
斯
波
義
将
が
お
り
、

こ
の
人

事
を
強
行
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
渋
川
氏
と
斯
波
氏
は
そ
の
先
祖
が

同
母
兄
弟
に
出
、
互
い
に
庇
護
し
あ
う
関
係
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
渋
川

氏
が
そ
の
力
量
で
は
な
く
、
血
統
と
縁
故

に
ょ

っ
て
世
に
出
る
と
い
う
性
格
が
よ
く

現
れ
て
い
る
。

九
州
探
題
と
し
て
の
渋
川
氏
は
、
満
頼
、
そ

の
子
義
俊
ま
で
は
な
ん
と
か
そ
の
体

面
を
保

っ
た
も
の
の
、
応
永
三
十
年

（
一
四
二
三
）
、
義
俊
が
少
弐
満
貞
と
戦

っ
て

敗
れ
て
以
後
は
衰
退

の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ら
、
義
俊

の
後
は
満

頼
の
弟
満
行
が
継
ぎ
、
以
後
満
直
、
教
直
、
万
寿
丸
、
ヂ
繁
と
探
題
職
を
継
承
し
て

行
く
が
、
殆
ど
虚
名
を
擁
す
る
の
み
で
、
万
寿
丸

な
ど
は
長
享
元
年

（
一
四
八
七
）

二
月
十

一
日
、
家
来

の
足
助

・
森
戸

・
斎
藤
氏
に
よ

っ
て
害
さ
れ
る
始
末

で
あ

っ
た
。

（参
考
）
川
添
昭

二
「
九
州
探
題
の
衰
減
過
程

」
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一
、
備
後
と
渋
川
氏

『
渋
川
古
文
書
』
渋
川
直
頼
譲
状

（
『
御
調
郡
誌
』
所
収
）

一
所
　
信
濃
国
有
阪
郷

一
所
　
同
　
国
長
土
呂
郷

一
所
　
陸
奥
国
酒
谷
村

一
所
　
同
　
国
小
紫
村

一
所
　
同
　
国
沼
木
郷

一
所
　
同
　
国
赤
阪
郷

一
所
　
備
後
国
御
調
別
宮

一
所
　
同
　
国
山
南
郷

一
所
　
同
　
国
山
田
村

一
所
　
同
国
福
代
村
　
但
大
光
明
寺
寄
進

一
所
　
佐
渡
国
守
護
職

右
所
々
、
本
御
下
文
以
下
手
継
状
等
を
相
副
、
金
王
丸
に
譲
興
す
る
所
な
り
、
依

っ
て
譲
状
件
の
如
し

観
応
三
年

（
一
三
五
二
）
六
月
二
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
直
頼

（花
押
）

先
に
掲
げ
た

『
渋
川
系
図
』
②
の
満
行
、
満
直
の
と
こ
ろ
に
「
御
調
弥
次
郎

」

「
御
調
二
郎

」
と
あ
る
の
は
、
渋
川
氏
の
所
領
が
備
後
に
有
り
、
彼
ら
が
元
々
備
後

御
調
郡
に
本
拠
を
構
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
の
が
こ
の
章
の
冒

頭
に
掲
げ
た

『
渋
川
直
頼
譲
状
』
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
よ
る
と
渋
川
直
頼
は
、
信

濃
国
有
阪
郷
以
下
の
所
領
を
証
文
を
添
え
て
金
王
丸

（義
行
）
に
譲

っ
て
い
る
が
、

こ
の
中
に
「
御
調
別
宮

」
以
下
の
備
後

の
所
領
が
見
え
、
既
に
こ
の
時
期
、
渋
川
氏

は
備
後
地
方
に
所
領
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
獲
得
の

経
緯
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
思
う
に
直
頼
の
父
義
季
は
、
建
武
二
年

（
一
三
二
五
）

七
月
、
中
先
代
の
乱
に
際
し
武
蔵
女
影
原
で
打
死
し
て
お
り
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
尊

氏
よ
り
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
所
領
を
譲
ら
れ
た
義
行
は
始
め

武
蔵
国
足
立
郡
に
居
城
し
て
お
り
、
現
実
に
御
調
別
宮
以
下
を
支
配
し
て
い
た
か
ど

う
か
は
判
然
と
し
な
い
。

渋
川
氏
が
実
際
に
備
後
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
く
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

義
行
が
貞
治
四
年

（
一
三
六
五
）
、
九
州
探
題
に
任
ぜ
ら
れ
、
備
後
の
守
護
と
し
て

こ
ち
ら
に
赴
任
し
て
来
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
義
行
は
探
題
と
し
て
殆
ど
何
も
な

し
得
な
か

っ
た
が
、
九
州
赴
任
の
前
提
と
し
て
備
後
の
所
領
を
有
効
に
利
用
し
た
こ

と
は
疑
い
無
く
、
こ
こ
に
渋
川
氏
と
備
後
と
の
関
わ
り
が
本
格
的
に
生
ま
れ
る
の
で

あ
る
。

九
州
探
題
渋
川
氏

一
族
の
う
ち
、
備
後
を
本
拠
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
満

家

・
満
頼

・
満
行

・
満
直
の
四
人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
満
家

・
満
行

・
満
直
の
三
人

は
系
図
に
そ
れ
ぞ
れ

「
吉
和

」
「
御
調

」
を
号
し
た
と
あ
り
、
そ

の
由
来
は
吉
和

（尾
道
市
）
御
調
別
宮

（
三
原
市
八
幡
町
）
と
い
う
備
後
の
在
名
に
因
む
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
彼
ら
が
備
後
に
本
拠
を
構
え
て
い
た
こ
と
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

満
頼
も
「
国
郡
志
御
用
二
付
下
し
ら

へ
書
出
帳
宮
内
村

」
（
コ
一原
市
庭

所
収
）
に
よ

る
と
三
原
市
八
幡
町
宮
内
の
勝
山
城
に
居
城
し
た
と
あ
り
、
前
後
の
事
情
か
ら
九
州

探
題
と
な
る
前
に
同
地
に
居
住
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

ま
た
、
九
州
探
題
と
し
て
の
渋
川
氏
が
備
後
に
拠
点
を
構
え
て
い
た
こ
と
は
次
の
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史
料
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
満
済
准
后
日
記
』
永
享

二
年

（
一
四
三

〇
）
関
十

一
月
二
日
の
条

に
、
九
州
探
題

（満
直
）

の
使
者
板
倉
が
上
洛
し
、
探
題

の
備
後

の
所
領

の
こ
と
に
つ
い
て
内

々
嘆
き
申
し
入
れ
た
、
と
あ
り
渋
川
氏
は
九
州

に
あ

っ
て
も
備
後

の
所
領

の
経
営

に
強

い
関
心
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、
以
上
述

べ
た
室
町
時
代

の
九
州
探
題
渋
川
氏

の
存
在
を
前
提
に
し
て
、

次
に
述

べ
る

、
義
陸

・
義
正

・
義
満
と
続
く
、
戦
国
期

の
備
後
渋
川
氏

の
活
躍
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
渋
川
義
陸

『
渋
川
氏
系
図
』

（
『
御
調
郡
誌
』
を
も
と
に
筆
者
作
成
）

ヂ

繁

義
陸
　
　
　
　
　
　
　
義
正

は
「
今
探
題

」
と
敬
称
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
九
州
探
題
渋
川
氏

の
正
当
な
後
継
者

と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

義
陸
が
備
後

に
本
拠
を
構
え
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
九
州

に
於
け
る
渋
川

氏
の
権
勢
が
全
く
地

に
落
ち
た
か
ら
で
あ
る
。
先

に
述

べ
た
よ
う
に
、
探
題
と
し
て

は
七
代
目
に
あ
た
る
万
寿
丸

は
長
享
元
年
、
家
来

に
よ

っ
て
害
さ
れ
て
い
る
が
、
跡

を
継

い
だ
ヂ
繁
も
全
く
虚
名
を
擁
す
る
の
み
で
、
そ
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
。
義
陸
が
こ
の
よ
う
な
九
州

に
於
け
る
自
家

の
現
状

に
見
切
り
を

つ
け
、
先

祖
以
来
勢
力
を
培

っ
て
来

た
備
後

に
居
を
構
え
よ
う
と
し
た
の
は
当
然
と
言
え
ば
当

然
で
あ
ろ
う
。

そ
の
移
住

の
時
期
は
判
然
と
し
な
い
。
も
し
、
義
陸
が
ヂ
繁

の
子
と
す
れ
ば
、
ヂ

繁
の
成
人
は
明
応
年
間

（
一
四
九
〇
年
代
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
頃
の

生
ま
れ
と
し
て
永
正
十
年

（
一
五

一
三
）
前
後

で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
直
後
永
正
十
四

年

（
一
五

一
七
）
を
史
料
上
の
初
見
と
し
て
、
備
後

に
於
け
る
義
陸
の
活
躍
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

戦
国
初
頭
の
備
後

は
、
周
防
山
口
を
本
拠
と
し
た
大
内
氏
と
、
出
雲
か
ら
南
下
す

る
尼
子
氏

の
角
遂
の
場
で
あ

っ
た
と
言
え
る
が
、
史
料
を
見
る
限
り
、
義
陸
は
初
め

大
内
氏

に
属
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ら
、
永
正
十
四
年
八
月
、
備
後

で
尼

子
氏
の
軍
勢
が
動
き
、
世
羅
郡
赤
屋
や
沼
隈
郡
山
南

の
大
内
方
の
拠
点
が
攻
撃
さ
れ

た
が
、
大
内
方
の
中
心
と
な

っ
て
尼
子
勢

の
撃
退
を
図

っ
た
の
が
義
陸

で
あ

っ
た
。

『
萩
藩
閥
閲
録
』
六
七
　
高
須
惣
左
衛
門
書
出
　
渋
川
義
陸
書
状

山
南
表

の
儀

に
就

い
て
、
山
中
所

へ
懇
書
披
見
候
了
、
入
心
せ
ら
れ
候
、
時
宜
申

右
兵
衛
佐
　
　
　
　
　
王
寿
丸

蓬
雲
軒
等
祇
　
　
　
　
右
兵
衛
佐

室
宮
上
野
介
女
　
　
　
実
小
早
川
扶
平
男

室
毛
利
弘
元
女

今
日
、

『
御
調
郡
誌
』
な
ど
で
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
備
後

の
国
人
衆
と
し

て
の
渋
川
氏
は
、
戦
国
時
代
初
頭

の
義
陸

に
始
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
義
陸
は
同
書

に

よ
る
と
最
後

の
九
州
探
題
ヂ
繁

の
子
と
伝
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
他

の
良
質
な
史
料

に
見
え
ず
、
不
詳
と
言
う
ほ
か
な
い
。
た
だ
し
、

『
天
文
日
記
』
の
記
述
な
ど
に
よ

る
と
、
義
陸
、
義
正
、
義
満
と
続
く
備
後
渋
川
氏
は
、
当
時

「
渋
川
武
衛

」
、
或

い

義
満

（陸
景
）

今
探
題

天
正
元
年
死
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さ
れ
喜
び
入
り
侯
、
然
る
間
彼
の
後
巻
事
方
々
調
候
、
高
山
よ
り
先
勢
と
し
て
、
昨

日
員
田
備
中
守
そ
の
外
各
々
罷
出
候
、
相
残
る
者
共
明
日
悉
く
罷
出
る
べ
く
候
由
申

し
候
、
内
郡
よ
り
は
三
吉
舎
弟
平
次
郎
、
吉
舎
よ
う
越
中
守
昨
夕
赤
屋
に
至
り
出
張

由
申
し
候
、
今
日
御
調
木
栗
辺
り
迄
着
陣
あ
る
べ
く
候
哉
、
諸
国
調
候
間
、
今
太
山

へ
も
今
朝
人
遣
わ
し
候
、
明
日
宮
上
自
身
出
ら
る
べ
き
事
肝
要
の
通
申
し
遣
わ
し
候
、

定
て
別
儀
あ
る
べ
か
ら
ず
候
哉
、
そ
の
表
の
儀
、
毎
事

一
馳
走
喜
悦
た
る
べ
く
候
、

沼
田

・
竹
原
警
固
、
明
日
罷
上
る
べ
く
候
由
相
定
め
候
、
将
又
此
の
間
要
害
よ
り
教

順
出
候
、
頓
て
又
籠
り
候
、
援
元
の
趣
具
さ
に
申
し
遣
わ
し
候
、
恐
々
謹
言

九
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
陸
　
判

高
須
右
馬
助
殿

こ
こ
で
「
山
補
表

」
云
々
と
あ
る
の
は
、
渋
川
氏
の
所
領
が
沼
隈
郡
沼
隈
町
山
南

に
も
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
備
後
渋
川
氏
の
所
領
と
し
て
は
三
原
市
八
幡
町
周
辺
の

「
八
幡
庄

（御
調
別
宮
）

」
が
有
名
で
あ
る
が
、
沼
隈
郡
山
南
地
方
の
経
営
も
義
陸

以
下
渋
川
三
代
が
力
を
入
れ
た
所
で
、
現
在
で
も
渋
川
氏
の
位
牌
を
伝
え
る
悟
慎
寺

な
ど
多
く
の
史
跡
や
文
化
財
が
残

っ
て
い
る
。

ま
た
、
義
陸
は
九
州
探
題
の
権
威
を
利
用
し
て
周
辺
の
国
人
衆
を
傘
下
に
収
め
た

よ
う
で
あ
る
。
渋
川
氏
の
本
拠
御
調
郡
八
幡
庄
の
南
に
接
す
る
三
原
浦

（現
三
原
市
）

は
室
町
時
代
、
杉
原
氏
の

一
族
高
須
杉
原
氏
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

高
須
杉
原
氏
は
、
戦
国
時
代
に
は
い
る
と
渋
川
氏
の
傘
下
に
入
っ
た
よ
う
で
、
永
正

八
年

（
一
五

一
一
）

一
〇
月
、
渋
川
氏
の
老
臣
板
倉
三
勝
は
高
須
彦
次
郎
に
山
南
郷

内
の
地
を
与
え
て
い
る

（閥
閲
録
遺
漏
）
。
ま
た
、
尾
道
市
北
部
に
力
を
も
っ
た
木

梨
杉
原
氏
も

一
時
渋
川
氏
の
勢
力
下
に
入
っ
た
よ
う
で
、
戦
国
初
頭
の
当
主
は
義
陸

の

一
字
を
受
け
て
「
陸
恒

」
と
名
乗

っ
て
い
る

（同
上
）
。

し
か
し
、
大
永
か
ら
天
文
初
年

（
一
五
三
〇
頃
）
に
か
け
て
尼
子
氏
の
勢
力
が
最

高
潮
に
達
す
る
と
、
義
陸
は

一
転
し
て
同
氏
に
属
し
、
そ
の
手
先
と
な
っ
て
活
動
す

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
の
最
初
に
掲
げ
た

『
天
文
日
記
』
に
よ
る
と
天

文
六
年

（
一
五
三
八
）
十
二
月
十
四
日
の
条
か
ら
尼
子
方
と
し
て
見
え
、
そ
の
関
係

も
密
接
で
、
同
日
記
に
よ
る
と
本
願
寺
か
ら
尼
子
氏
に
送
る
書
状
は
渋
川
氏
が
取
り

次
い
で
お
り
、
そ
の
姿
勢
は
強
者
に
圧
迫
さ
れ
た
弱
者
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
積
極

的
に
尼
子
氏
を
利
用
し
て
自
家
の
勢
力
を
挽
回
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
窮
え
る

（同

上
な
ど
）
。
な
お
、
義
陸
の
こ
の
姿
勢
は
、
そ
の
室
家
で
あ
る
宮
氏
の
意
向
も
多
分

に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

『
天
文
日

記
』
に
よ
る
と
義
陸
の
妻
は
官
上
野
介
の
娘
で
あ
っ
て
、
宮
氏
が
尼
子
に

一
味
し
て

家
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
義
陸
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

『
天
文
日
記
』
の
筆
者
証
如
上
人
と
の
交

友
で
あ
る
。
同
日
記
に
よ
る
と
証
如
上
人
と
の
交
渉
は
天
文
五
年

（
一
五
三
六
）
十

二
月
七
日
、
義
陸
が
本
願
寺
の
坊
官
下
間
上
野
に
書
状
を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
、

以
後
天
文
二
十
年

（
一
五
五

一
）
に
及
ん
で
い
る
。
義
陸
が
本
願
寺
と
交
渉
を
持

っ

た
の
は
、
渋
川
氏
の
所
領
が
本
願
寺
の
領
国
加
賀
国
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
加
賀

国
に
於
け
る
渋
川
氏
の
所
領
は
野
代
庄
で
、
同
所
は
野
代
村
と
も
呼
ば
れ
、

『
御
調

郡
誌
』
所
収
の
直
頼
譲
状

（前
掲
の
も
の
と
は
別
。
年
月

日
不
詳
）
に
見
え
る
、
同

氏
と
し
て
は
由
緒
の
あ
る
所
領
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
は
永
く
不
知
行
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
義
陸
は
本
願
寺
の
力
で
そ
の
回
復
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
日
記
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に
よ
る
と
義
陸
は
、
証
如

の
了
承
を
得

て
家
臣
内
海
四
郎
左
衛
門
を
代
官
と
し
て
加

賀
国

に
派
遣
し
た
が
、
結
局
、
義
陸

の
こ
の
企

て
は
在
地

の
反
発
を
受
け
失
敗

に
終

わ

っ
て
い
る
。
な
お
、
義
陸
が
本
願
寺
と
交
渉
を
持

つ
こ
と
が
出
来

た
の
は
、
そ
の

所
領
山
南

に
真
宗

の
有
力
寺
院
光
照
寺
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
寺
は
中
国
地
方

に
於
け
る
浄
土
真
宗

の
最
初

の
布
教
拠
点
で
、
当
時
中
国
地
方
全
域

に
わ
た
り
数
百

ケ
寺

の
末
寺
を
持

つ
大
寺
で
あ

っ
た
。

六
、
探
題
宗
蓮
公

『
小
早
川
家
文
書
』
九

一
号
　
渋
川
義
陸
書
状

備
州

八
幡
三
ケ
村

の
内
、
三
戸
佐
渡
守
知
行
分
十
二
名

（巨
細
別
紙
有
り
）
事
、

人
界
此
方
契
約

に
就

い
て
、
彼
地

こ
れ
を
進
ら
せ
候
、
諸
役
等
は
、
先
規

の
如

く
仰
せ
付

け
、
知
行
有
る

べ
く
候
　
恐
々
謹
言

八
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
陸

（花
押
）

小
早
川
掃
部
頭
殿

義
陸
の
嗣
子
、
義
正
の
出
自

に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

「
小
早
川
系
図
」
と

右

の
義
陸
書
状
で
あ
る
っ

『
御
調
郡
誌
』

に
渋
川
系
図
を
載

せ
て
以
来
、
義
正
は
義

陸

の
実
子
と
信
じ
ら
れ
て
来

た
。
し
か
し
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
の
で
あ

２つ
。小

早
川
家
の
系
図
に
よ
る
と
、
戦
国
初
頭
に
活
躍
し
た
扶
平
の
三
男
に

『
義
氏
』

と
い
う
人
物
が
い
る
。
そ
し
て
、
同
系
図
に
よ
る
と
、
こ
の
人
物
は

『
探
題
宗
蓮
公
』

と
号
し
た
と
あ
る
の
で
あ
る
。

『
探
題
』
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
九
州
探
題
を

世
襲
し
た
渋
川
氏
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
そ
こ

で
改
め
て
右
の
義
陸
書
状
を
続
み
直
し
て
み
る
と
、
こ
の
文
書
は
義
陸
が
義
正
を
小

早
川
家
か
ら
養
子
と
し
て
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
「
結
納

」
と
し
て
八
幡
庄
内
の

十
二
名
を
小
早
川
氏
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
勿
論
、
同

文
書
中
の
「
人
膵

」
と
あ
る
の
が
義
正
の
こ
と
で
あ
る
。
同
書
状
に
就
い
て
は

『
三

原
市
史
』
な
ど
で
義
陸
が
小
早
川
氏
に
援
助
を
請
う
た
め
に
土
地
を
割
譲
し
た
も
の

と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
「
人
界

」
の
意
味
が
通
ら
な
い
。
養
子
契
約

の
文
書
と
考
え
れ
ば
意
味
が
通
る
の
で
あ
る
。
系
図
で
は
「
義
氏

」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
「
義
正

」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
、
「
氏

」
と
「
正
」
の
草
書
体
は
酷
似
し
て
お
り

転
写
の
際
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。

小童城中に残る渋川義正の墓石
(右端は筆者 )
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義
正
が
小
早
川
家

の
出
身
と
考
え
れ
ば
、
永
正
十
四
年

の
尼
子
氏

の
攻
撃

の
際

に
、

何
故
義
陸

の
要
請

に
対
し
て
小
早
川
氏
が
援
軍
を
出
し
た
か
よ
く
理
解
出
来
る
。
そ

れ
は
小
早
川
氏

に
と

っ
て
姻
家

の
危
機

で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
義
陸

に
と

っ
て
も
養

子
の
実
家

に
援
助
を
乞
う
の
は
理
由

の
あ
る
こ
と
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

「
毛
利
家
文
書
』
な
ど
に
よ
る
と
、
義
正
は
、
そ
の
妻
に
毛
利
元
就
の
妹

を
迎
え
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
も
戦
国
期

の
渋
川
氏
の
動
静
を
考
え
る
上
で
見
過
ご

す
こ
と
は
出
来

な
い
事
項

で
あ
る
。

前
節

で
述

べ
た
よ
う
に
、
義
陸
は
天
文
年
間
、
出
雲
の
尼
子
氏
と
の
関
係
を
深

め

て
い
た
が
、
天
文
十
年

（
一
五
四

一
）

一
月

の
吉
田
郡
山
城

に
於
け
る
尼
子
氏

の
敗

北
は
、
渋
川
氏

の
存
続
に
と

っ
て
大
き
な
脅
威
と
な

っ
た
出
来
事

で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
義
正

の
妻
に
毛
利
氏

の
女
を
迎
え
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持

つ

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
尼
子
氏

の
敗
北
後
、
義
陸
が
身
を
引
き
、
義
正
が
渋
川

氏
の
当
主
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
渋
川
氏
は
そ
の
危
機
を
脱
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

義
正
の
文
書
と
し
て
は
、
天
文
十
年

一
月

二
十
二
日
付
安

藤

又

七
充

て

の
も

の

翁
御
調
郡
護

所
３

が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
書

こ
そ
義
正
が
尼
子
氏
に
深
入
り
し

過
ぎ
た
義
陸

に
か
わ

っ
て
、
渋
川
氏

の
全
面

に
出
た
こ
と
を
示
す
注
目
す
べ
き
文
書

な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
別

の
面
か
ら
言
え
ば
、
渋
川
氏
が
そ
の
独
自
性
を
喪
失
す

る
端
緒
と
も
な

っ
た
。
尼
子
氏

の
攻
撃
を
撃
退
し
た
毛
利
氏
は
、
以
後
戦
国
大
名
と

し
て
の
道
を
ひ
た
走
る
こ
と
に
な
る
が
、
渋
川
氏
は
同
氏

の
庇
護
下
で
次
第

に
そ
の

独
自
性
を
失

い
、

「
今
探
題

」
或

い
は

「
八
幡
様

」
と
敬
称
さ
れ
る
だ
け
の
名
目
的

な
存
在
と
な

っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

七
、
渋
川
氏
の
減
亡

毛
利
氏
が
戦
国
大
名
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
九
州
探
題
の
家
格
を
も
つ
渋
川
氏
の

存
才
は
、　
一
定
の
利
用
価
値
を
有
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
中
国
地
方
に

於
け
る
毛
利
氏
の
覇
権
が
確
定
す
る
と
、
そ
の
存
在
は
次
第
に
疎
ま
し
く
な
っ
て
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
織
田
信
長
は
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
を
果
た
す
と
、

一
転
し
て
義
昭
の
活
動
を
封
じ
込
め
よ
う
と
し
た
が
、
実
力
者
に
と
っ
て
権
威
は
、

そ
れ
が
存
在
す
る
の
み
で
良
く
、
そ
れ
以
上
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

渋
川
氏
の
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

『
御
調
郡
誌
』
な
ど
に
よ
る
と
、
渋
川
氏
は

三
代
義
満

（陸
景
と
も
）
の
代
、
天
正
元
年

（
一
五
七
三
）
二
月
、
そ
の
死
去
に
よ

っ
て
断
絶
の
非
運
に
見
舞
わ
れ
た
と
伝
え
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
断
絶
の
原
因
は
義

陸
に
嗣
子
な
き
た
め
と
あ
る
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は

『
芸
藩
通
志
』
一

に
よ
れ
ば
、
御
調
郡
本
庄
村
の
里
正

一
介
は
渋
川
義
満
の
子
孫
で
、
系
図

・
譲
状
な

ど
を
も
ち
伝
え
て
い
た
と
あ
り
、
ま
た

『
毛
利
家
八
箇
国
時
代
分
限
帳
』
に
よ
れ
ば
、

天
正

一
九
年
頃
、
渋
川
源
次
郎
と
い
う
者
が
御
調
郡
の
内
で
四
九
四
石
余
の
給
地
を

有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、　
ア
本
藩
通
志
』
の
伝
え
る
里
正

一
介
や

『
八
箇
国

渋川義正花押

(桑田家文書 )
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時
代
分
限
帳
』
の
渋
川
源
次
郎
は
、
渋
川
氏
の
庶
流
で
あ

っ
て
、
嫡
流
は
こ
の
時
断

絶
し
た
と
考
え
て
も
良

い
。
し
か
し
、

『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
七
六
村
上
権
右
衛
門
書

出
な
ど
に
よ
れ
ば
、
義
正
の
妻
毛
利
氏
は
天
正
五
年
ま
で
生
存

し
て
お
り
、
毛
利
氏

か
ら
養
子
を
迎
え
る
と
い
う
手
段
も
残

っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

結
局
、
毛
利
氏
は
渋
川
氏
を
存
続
さ
せ
る
気
持
ち
は
毛
頭
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
渋
川
氏
は
、
既

に
毛
利
氏

に
と

っ
て
利
用
価

値
が
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
、
裏
返
せ
ば
か
え

っ
て
邪
魔

に
な
る
存
在

で
あ

っ
た
こ

と
を
意
味
し
よ
う
。

天
正
元
年
と
言
え
ば
、
あ
の
信
長
が
義
昭
を
京
都
か
ら
追
放
し
た
、
所
謂
室
町
幕

府
滅
亡

の
年
で
あ
る
。
同
じ
年

に
備
後

で
も
室
町
の
名
門
渋
川
氏
が
史
上
か
ら
消

え

て
行

っ
た
。
偶
然
と
は
言
え
、
歴
史

の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
で
あ
る
。

渋川氏が九州 との連絡用 に築いた と考 えられ る鳴滝山城 (尾道市吉和町 )
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